【重要】レプリコンワクチンを接種された方の対応について

2024年10月からコロナワクチンの定期接種が始まります。
当院では、従来接種mRNAワクチンのコミナティを取り扱う予定としておりますが、新たに次世代型mRNAワクチン(レプリコンワクチン：　製品名「コスタイベ筋注」)を取り扱う医療機関もあります。
レプリコン(=自己増殖型)というように従来のmRNAワクチンの増殖力を強力にし、体内で増産し続けるように作られたものです。ですがこの増殖を制御するブレーキは備えていません。このワクチンは一度体内にはいると、mRNAが増殖し続け、それら由来成分は呼気や汗、排泄物にも排出されることがわかっています。
接種された人だけでなく、周りの未接種者への影響もまだ十分にわかっていません。
日本とともに治験が行われたベトナム、開発国のアメリカでも認可されず世界で唯一日本でのみ承認されました。
このような理由から当院では、感染症の重症化リスクが高い透析患者　さんを守るため当面の間、安全性が確認されるまではレプリコンワクチン：製品名「コスタイベ筋注」を接種された方のご来院をご遠慮いただく事と致しました。

また、レプリコンワクチン：製品名「コスタイベ筋注」接種された方で面会を希望のご家族様は、大変申し訳ございませんが事前にご申告頂き、まずはお電話にてご相談いただきます様よろしくお願いいたします。
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